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私たちは初めてこのエリアを訪れた時に、長い道で通行量が多いに
も関わらず、休む場所が存在しないと感じました。
また、遠くからこのエリアを見た時に、大きな樹が千葉大・東大・ラグ
ビー校の中間点に存在するようにも感じました。
そこで、このエリアに、通行する人が休憩し、交流できるような拠点を
創り出したいと考えました。
樹木に吊るした机を使うことで、利用者は自然との一体感を得ること
ができます。
ファニチャー利用を通して、この場所をもっと好きになってもらい、こ
れが千葉大のことを知るキッカケになれば嬉しいです。

When we first visited the area we felt that despite the long road and 
heavy traffic, places to rest were non-existent. Also, when we looked 
at the area from a distance, we felt that a large tree seemed to exist at 
the mid-point between Chiba University, the University of Tokyo and 
the rugby school. We therefore wanted to create a base in this area 
where passers-by could rest and socialise. By using desks suspended 
from the trees, users can feel at one with nature. Through the use of 
the furniture, we hope that people will come to love this place even 
more and that this will be an opportunity for them to learn more 
about Chiba University.
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ご注意：
市民の皆様にご利用いただけ
ることを念頭に学生が制作し
ましたが、あくまでキャンパ
ス内に設置した学習段階の習
作です。ご利用にあたっての
怪我・事故については千葉大
学とUDCKでの責任はおいか
ねますことをご容赦ください。


